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法学政治学研究科法学政治学専攻政治学分野 

長期履修制度申請手続案内 

 
長期履修制度（以下、本制度）とは、就業、出産、育児、介護等の事情により、標準修業年限（博士前

期課程２年、博士後期課程３年）内での修業が困難であると研究科が認める者で具体的な履修計画を

持つ者に対し、標準修業年限を超える一定の期間にわたって教育課程の計画的な履修を認める制度で

す。 

 
１ 在学期間 

本制度の利用を認められた場合の在学期間については、標準修業年限を超える期間は１年を単位とし、 

在学年限（在学できる限度年数：博士前期課程４年、博士後期課程６年）を限度とします。したがって、 

博士前期課程は入学日から起算して３年、４年のいずれか、博士後期課程は入学日から起算して４年、 

５年、６年のいずれかとなり、長期履修が認められても在学年限に変更はありません。なお、在学中

に休学した期間は在学期間には含めません。本制度を利用している途中での期間の変更については、

後述の「７長期在学期間の変更」をお読みください。 

 
２ 申請資格 

本制度を申請できる者は、新たに本研究科法学政治学専攻政治学分野に入学（進学を含む）する

者及び本研究科法学政治学専攻政治学分野に在学し、在学期間（休学期間を除く）が博士前期課程

にあっては１年未満、博士後期課程にあっては２年未満の者のうち、次のいずれかに該当し、標準

修業年限内での修業が困難であると認められる者とします（※法律学分野の入学者・在学生は、本制

度を申請することはできません）。 

（1） 職業を有している者（常勤の職に限る） 

（2） 出産、育児、介護を行う必要がある者 

・出産、育児の期間は、原則として、子の誕生から小学校就学までとする。 

・被介護者の範囲は、原則として、申請者の２親等以内の親族で、２親等の場合は申請者と同居

しているものとする。 

（3） その他、本研究科が適当と認める者 

 

※2022年度以前に入学した方は本制度を利用できませんのでご注意ください。 

 

３ 授業料 

本制度の適用日以降は、標準修業年限分の授業料相当額を長期在学期間の年数で除し、その結

果得られた金額を半期ごとに分割して納付することになります。授業料の計算方法と納付例は別紙 

のとおりです。長期履修による在学期間を終了してもなお課程修了せず在学する場合、それ以降は

通常の授業料と同額に戻ります。 

 
４ 申請書類 

（1） 長期履修申請書（新たに入学する者については第１号様式、在学中申請者については第２号様式） 

（2） 申請資格を有することを証明する書類 
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・〔有職者の場合〕在職を証明する書類（様式任意・１週あたりの勤務時間がわかるもの） 

・〔出産、育児の場合〕母子健康手帳の写し又は住民票（家族構成がわかるもの） 

・〔介護の場合〕介護認定結果通知書又は障害者手帳等公的書類の写し 

・その他特段の事情がある場合はその事情を証明する書類（証明する書類が入手できない場合には、その事

情を具体的に説明し自署した書類） 

（3）【在学中申請者のみ】審査結果通知用封筒（長形３号、住所・氏名記載、切手不要） 

 

５ 申請方法、申請期間、提出先 

（1）  新たに本研究科に入学する者が本制度の利用を希望する場合は、入学試験出願受付期間中

に、上記申請書類を入学願書とともに郵送で提出してください。 

（2）  本研究科に在学し、在学期間（休学期間を除く）が博士前期課程にあっては１年未満、博士後

期課程にあっては２年未満の者が本制度の利用を希望する場合は、利用を希望する年度の前 

年度の１月（10月入学の場合は７月）に、上記申請書類を法学部教務係に提出してください。なお、

在学生の場合は、指導教員に許可を得たうえで申請してください。 

※定められた期間中に申請しなかった場合は本制度を利用できませんのでご注意ください。 

 
 

６ 審査結果の通知 

提出された申請書類にもとづいて、申請資格、履修計画等を審査し、法学政治学研究科教授会の

議を経て研究科長が許可又は不許可を決定し、本人宛に通知します。 

 
７ 長期在学期間の変更 

（1）  本制度を利用中に長期在学期間の短縮を希望する場合は、別に定める期日までに、長期在学期

間短縮申請書（第３号様式）を提出してください。ただし、短縮の申請は在学期間中１回に限り 

ます。また、短縮申請書を提出する日から短縮後の課程修了予定月の末日までの在学期間が１年

以上ある場合のみ可能です（ただし、休学等により年度の終期と長期在学期間の終期が異なる場合

には、申請期間が早まる可能性があります）。短縮が認められる期間は、標準修業年限までとなりま

す。学位申請と短縮申請を同時に行うことはできません。 

（2） 長期在学期間の延長はできません。 

 

８ その他 

本制度を利用している者が、学生としての本分に反する行為をしたとき、又は虚偽の申請をしたこ

とが判明したときは、長期履修の許可を取り消すことがあります。 

 
９ 問合せ先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1 

東京都立大学 文系学務課 法学部教務係 

E-mail:hougaku-kyoumu@jmj.tmu.ac.jp 

mailto:hougaku-kyoumu@jmj.tmu.ac.jp
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長期履修における授業料納付パターン 

（*授業料に変更が生じた場合、新入学生には変更後の額が適用されます。） 

 
 

［前提］ 

年間授業額：¥520,800/年 

標準修業年限分の授業料相当額：¥520,800×2年＝¥1,041,600 

¥1,041,600を長期履修在学期間（年）で除した金額が１年当たりの納付額となります。 

 
［入学時に長期履修を開始］ 

① 在学期間３年の長期履修を認められた場合 

② 在学期間４年の長期履修を認められた場合 
 

 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 合計 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

① ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600   ¥1,041,600 

② ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥1,041,600 

 
［入学時に在学期間４年の長期履修を認められた者が１年短縮を認められた場合］ 

① １年目の年度末に短縮申請し、２年目から変更した場合（申請年度に差額を納付） 

② ２年目の年度末に短縮申請し、３年目から変更した場合（申請年度に差額を納付） 
 

 １年目 ２年目 ３年目  
 

合計 前期 後期 差額納付 前期 後期 差額納付 前期 後期 

① ¥130,200 ¥130,200 ¥86,800 ¥173,600 ¥173,600 
 
¥173,600 ¥173,600 ¥1,041,600 

② ¥130,200 ¥130,200  ¥130,200 ¥130,200 ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600 ¥1,041,600 

 
［１年次在学中の者が１年目の年度末に申請して在学期間３年の長期履修を認められた場合］ 

許可を受けた翌年度の授業料から、「（¥520,800×標準修業年限）÷長期在学期間」で算出した額が 

適用されますので、授業料の総額は標準修業年限で修了した場合よりも割高となります。ご注意ください。 
 

１年目 ２年目 ３年目  
合計 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

¥260,400 ¥260,400 ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600 ¥173,600 ¥1,215,200 

博士前期課程 
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［前提］ 

年間授業額：¥520,800/年 

標準修業年限分の授業料相当額：¥520,800×3年＝¥1,562,400 

¥1,562,400を長期履修在学期間（年）で除した金額が１年当たりの納付額となります。 

 
［入学時に長期履修を開始］ 

① 在学期間４年の長期履修を認められた場合 

② 在学期間５年の長期履修を認められた場合 

③ 在学期間６年の長期履修を認められた場合 
 

 
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 

 
 

合計 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

① ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 
    

¥1,562,400 

② ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 
  

¥1,562,400 

③ ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥130,200 ¥1,562,400 

 
［入学時に在学期間５年の長期履修を認められた者が１年短縮を認められた場合］ 

① １年目の年度末に短縮申請し、２年目から変更した場合（申請年度に差額を納付） 

② ２年目の年度末に短縮申請し、３年目から変更した場合（申請年度に差額を納付） 
 

 
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 

 

合計 

前期 後期 差額納付 前期 後期 差額納付 前期 後期 前期 後期 

① ¥156,240 ¥156,240 ¥78,120 ¥195,300 ¥195,300 

 
¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥1,562,400 

② ¥156,240 ¥156,240  ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥195,300 ¥1,562,400 

 
［在学中の者が①１年目又は②２年目の年度末に申請し在学期間５年の長期履修を認められた場合］ 

許可を受けた翌年度の授業料から、「（¥520,800×標準修業年限）÷長期在学期間」で算出した額が

適用されますので、授業料の総額は標準修業年限で修了した場合よりも割高となります。ご注意くださ

い。 
 

①  現在１年次在学中の場合 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 
 

合計 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

¥260,400 ¥260,400 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥1,770,720 

 
②  現在２年次在学中の場合 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 
 

合計 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

¥260,400 ¥260,400 ¥260,400 ¥260,400 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥156,240 ¥1,979,040 

 

博士後期課程 


